
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
 
 

修正の理由 

 当第2四半期累計期間における、当社グループが関係する建設業界は、住宅着工件数、民間設備投資は緩やかに回復
しているものの、公共投資は、一部地域に対する災害復旧工事はありましたが、政府建設投資の落ち込みが大きく、総じて
低調に推移いたしました。 
 このような環境下において、当社グループは、本年度を初年度とする中期経営計画に基づき、利益体質改善を図るため
の総経費削減を含む 「全ての事業、業務の効率化」 、積極的な営業活動による 「マーケットシェアの向上」 に取り組んで
おります。 
 建設機械関連事業においては、建設機械関連商品の販売は前年同期に総需要が大幅に減少した反動から増加したもの
の、建設機械関連レンタル、建設機械関連整備は、建設投資の減少に伴う建設機械の稼動低下から前年比微増に止ま
り、予想値を下回る見込みとなりました。 
 産業・鉄構機械等関連事業においては、産業機械関連製品が、国内ではレンタル業界の投資抑制の影響、海外では、新
たに取り組んでいる米州は伸長いたしましたが、主要マーケットである欧州は、円高の影響から 「かにクレーン」 の販売が
伸び悩み、全体では微増に止まり、やはり予想値を下回る見込みとなりました。 
 さらに、鉄構機械関連製品では、Ｉ Ｔ 業界において、生産に回復は見られたものの製造設備の増強にまでは至らず前年
並みの受注に止まりました。 
 以上のことから、当第2四半期累計期間の売上高は 10,300百万円 （前回予想比 500百万円減少） となる見込みでありま
す。 
 利益面については、売上高の計画未達を埋めるべく、総経費削減に努めましたが、営業利益 △300百万円 （前回予想比
150百万円減少） 、 経常利益 △280百万円 （前回予想比 120百万円減少） 、 四半期純利益 △320百万円 （前回予想比  
120百万円減少） となる見込みとなりましたので、平成22年8月5日に公表いたしました第2四半期累計期間連結業績予想を
修正させていただきます。 
 なお、通期の業績予想につきましては、第2四半期の業績の修正を踏まえ、精査しましたが、下期において、建設機械関
連事業の建機関連レンタル及び雪寒機械レンタル稼動が高まる見込であること及び産業・鉄構機械等関連事業では、先
送りされていた I T 関連の設備投資が見込まれることから、現時点におきましては、平成22年8月5日に公表いたしました予
想数値から変更はありません。 
 個別業績予想数値は、個別情報の重要性を踏まえ、投資情報としての重要性が大きくないと判断しているため、公表を
行っておりません。 
 
(注) 上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向等を踏まえ、平成22年8月5日付 「平成23年3月期 第1四半期決算短信 〔日本基準〕 (連
結) 」 にて公表いたしました連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,800 △150 △160 △200 △12.45

今回発表予想(B) 10,300 △300 △280 △320 △19.92

増減額(B-A) △500 △150 △120 △120

増減率(%) △4.6 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

9,574 △864 △874 △1,184 △73.71


